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昭和 22 年（1947 年）には、①奈良盆地の水田の干害対策、及び②猿谷ダム建設による水力発
電を目的とした県による「十津川紀ノ川総合開発事業」が計画され、これを端緒に、昭和 26年
（1951年）には「戦後に於ける国土の徹底的開発」を目的とした国土総合開発法が施行、前述
の計画を含めた「吉野熊野総合開発事業」が決定された。これにより昭和 31 年（1956 年）に
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